























































































































例1． A ：Have you got friends? 
　　友達はいますか。 
B ：  I have friends. So-called friends. I had friend. 
Let me put it that way. 
います。まあいわば友達のようなものは。いた、
と言った方がいいかな。





































































































f. 別の意味を持つ語 先行文の語とは別の意味を持つ語を提示するもの A ：試験は明日ですか。
B ：明後日です。






















例2． A ：幸せですか。 

















例3． A ：暑いですか。 
























































































































話者 発 話 内 容
29 28 JBF03 えっ、その前にももう勉強されてたんですか。
30 29 JOF01 あっ、ううん。
例5　 フィラ 「ーあっ」が語彙的否定形式の前に使用された
例（会話番号172）
23 19 JBF04 この大学でです<か?>{<}。









305 288 UF09 あー、じゃあもう持ってらっしゃいますか?。








248 204 JBF03 】】<え、コ スーは>{>}、（うーん）日本語教育?=。






























49 48 JOF01 =でも日本ってほんと中国語って、機会ないです
よね、使う機会も、（あー）<聞く機会も>{<}。
50 49-1 JBF03 <私の友達>{>}には、いっぱい大学院だと ,,
51 50 JOF01 あっ、そっか。
52 49-2 JBF03 同級生、中国から来てる人多い<んで>{<}。
例9　 「会話の焦点シフト」で相手に判断を委ねる例（会話番
号23）
591 505 UF07 日本人の、留学生の方もけっこう多いんですか?。








12 12 UF22 あっ、じゃ学部4年?。
13 13 UF21 3年生<です>{<}。
例11　「別の意味を持つ語」の例②（会話番号27）
328 304 UF15 <なんか>{>}、すごい不便だし<笑いながら>、あ、実家が東京なんですか?。





























241 226 JSF02 船の、なんか船員の人が（うん）、なんか今夜
一緒に飲もうみたいになって。







244 229 JBF01 <へぇー>{<}。
245 230 JSF02 <すごい>{>}面白かった<笑い>。
246 231 JBF01 日本語はしゃべれるんですか?、その人たち。
247 232 JSF02 いや、でもなんか日本と、その韓国の船だから、
ちょっとは話せるけど、ほとんど話せなくて。
248 233 JBF01 じゃあ何語で?。









































































75 70 JOF01 1年間どこに居た…?。
76 71 JBF04 北京なんですね。
77 72 JOF01 あっ、北京、あっ、じゃあ、あれつい最近だよね。
78 73-1 JBF04 いや、でももう帰ってきて1年経っちゃってて,,
79 74 JOF01 あっ、そっかそっか。
80 73-2 JBF04 その間に全然使わないし、（うんうんうん）もう忘れて…。
例14　 「文法的否定形式」＋「会話の焦点シフト」の例（会話
番号25）
114 109 UF12 おもしろくないですか?。

























































































< >{<} < >で囲まれた部分が、他者に発話を重ねら
れた部分であることを示す。
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Negative Response Expressions for Close-ended Questions:  
Focused on Forms
Fumi NOGUCHI
School of Education, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare (Isesaki Campus),
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : Studies on negative response expressions usually examine negative response words. However, some studies 
have pointed to a discrepancy between the actual use of negative responses and their presentation in Japanese textbooks. 
In addition, it has been reported that in cases where an interlocutor’s utterance is directly denied, negative response 
expressions that do not use negative response words are used more often than those that use them. However, the type of 
form used in actual conversations is not clear. Therefore, in this study, I have examined the actual use of negative response 
expressions for close-ended questions using actual conversational data. As a result, the form that did not have the meaning 
of the negation was often used more than the form that had the meaning of the negation such as negative response words 
and grammatical negation, which are often presented in Japanese textbooks. In addition, the findings suggest that the 
Japanese use various strategies in negative responses such as using multiple negative forms and combining negative forms 
with positive responses.
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